
匿別活動部会i

研 究 主 題 「特 別 活 動 に お け る教 員 の 相 互 研 讃 に よ る 授 業 力 向 上 の 工 夫 」

～授業力 を向上 させ るための観点例 と 「特 別活動授 業力向上 シー ト」の開発向

1研 究 の 目 的

教 科 ・科 目の 指 導 と同様 に 、 特 別 活 動 にお い て もそ の指 導 の成 否 は 、教 員 一 人 一 人 の

授 業 力 に か か っ て い る。 教 員 の 授 業 力 の 向上 を 図 る た め に は 、 教員 一 人 一 人 の 自 己研 鎖

は も と よ り、 教 員 の 相 互 研 鎭 、 と りわ け教 員 相 互 に よ る授 業 参 観 が 不 可 欠 で あ る。

本 部 会 で は 、特 別 活 動 に お け る 教 員 相 互 の授 業参 観 を よ り一層 効 果 的 な もの とす る た

め に 、 具 体 的 な 手立 て を研 究 開発 す る こ とに 取 り組 ん だ.

授 業 力 向上 の た め に は 、 自ら の 指 導 状 況 を振 り返 っ た 上 で 、他 の 教 員 の 授 業(ロ ン グ

ホ ー ム ル ー ム)を 参 観 した り、学 校 行 事 の指 導ぶ りを 参観 した りす る こ とに よ り、 自分

が 気 付 か な か っ た授 業 の 運 営 方 法 や 学 校 行 事 の指 導 方 法 な ど を学 亭 こ とが 必 要 で あ る 、

上 記 の 考 え方 に 基 づ い て 、 今 年 度 は 「授 業 力 を 向 上 させ るた めの 観 点 例 」 を 作成 し、

これ を 活 用 す る 「特 別 活 動 授 業 力 向 上 シ ー ト」(以 下 「授 業 力 向 上 シ ー ト」 とい う)を

研 究 開 発 した 。

皿 研 究 の 内 容

1授 業 力 を 向 上 させ るた め の観 点 例 と 「授 業 力 向 上 シ ー ト」 の 開 発 に つ い て

特 別 活 動 に お け る授 業 力 向 上 を 目的 と した 「授 業 力 を 向上 させ るた めの 観 点例 」 は 、

授 業 改 善 の た め のマ ネ ジ メ ン ト ・サ イ クル(PDCA)や 東 京 都 教 育 委 員 会 が示 して い る

授 業 力 の6っ の構 成 要素 を 参 考 に して 、観 点 や 項 目をま とめ た,作 成 の 際 、計 画 ・立 案 、

実 施 、評 価 ・改 善 に 分類 し、 必 要 と思 わ れ る 観 点 や項 目を 設 定 した 。

観 点 例 を活 用す る こ と に よ り、 自 らの 指導 を よ り深 く振 り返 る こ とが 可能 にな る と と

も に 、 他 の 教 員 の 授 業 を参 観 す る 際 も、 漫然 と見 る こ とな く視 点 を も っ て参 観 す る こ と

が 可 能 に な る と考 えた。

「授 業 力 向 上 シー ト」 は 、 観 点 例 を 実 際 に 活 用 して 授 業 改 善 の ヒン トを 得 る た めの も

の で あ る 。 した が って 、観 点 例 を 基 に 自 らの授 業 にお い て不 足 して い る 点や 工 夫 の余 地

の あ る観 点 を選 び 出 し、 そ の 観 点 につ い て 自 らの指 導 状 況 を ま とめ る こ とが で き る よ う

に した 。 さ ら に、 他 の教 員 の授 業 を参 観 し、 そ こか ら得 られ た授 業 改 善 の ヒン トを記 入

で き る よ うに した。

本 部 会 で研 究 開 発 した 「授 業 力 を 向 上 させ るた めの 観 点 例 」 と 「授 業力 向 上 シ ー ト」

は 、 ロ ン グ ホ ーム ル ーム と体 育 祭 の 指 導 の 中で 試 行 し、そ の 有 効性 を検 証 した。

「授 業 力 を 向上 させ る た め の 観 点例 」 と 「授 業力 向 上 シ ー ト」 の 活 用 は 、 敏 員 一 人 一

人 が 自 己 の 指 導 を 見 つ め直 す 契 機 とな る と と もに 、校 内研 修 な どに お け る 協議 資 料 と し

て も活 用 で き る と考 えて い る。
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2「 授 業 力向 上 シ ー ト」 の 活 用 の仕 方

(1)「 授 業 力 向 上 シ ー ト」 の 記 入 の仕 方

特 別 活 動 授 業 力 向 上 シ ー ト

観 点 項 目 自己の指導状況 参 観 した授 業 か ら

得た改 菩の ヒン ト

計

画

・

立

案

(ア)

(例)

(イ) (ウ) (エ) ω

3 ② 係

分

担

協 力 的 な 生 徒

だ け で 進 め て

い る。

全 員 に役 割 を分

担 す る と全 員 参

加 に っ な が る。
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(2)「 授 業 力 向 上 シー ト」 の 活 用 の仕 方

《 手 順 》 《 内

観 点例 を参考

指導状況の分析 ・把握

llシ ー トの 作 成1]1

与
1麟 や行事の参劃

o

{

く記入例)

1[シ ー トの 作 成Il

(ア)観点の番号を記入。

(イ)項目の番号を記入,

(ウ)項目の内容を箭単に記入。

(エ)自らの授業や指導の状況 を記 入。

*(ア)～(エ)は 授業参観前に記入 し、

授業にシー トを持 参。一
(オ)参観授業か ら得た指導法の工夫

や改善の ヒン トを記入。

(カ)授業者(担 当者)の 指導法な どで

気付いたことや授業の感想 を記入。

容 ・ 留 意

・観1点 例 や 項 目例 を参 考 に して 、

把 握 す る。

点 》

自己 の 指 導 状 況 を 分 析 し 、

・観 点 、項 目番 号 とそ の 内容 を 例 示 の 中 よ り選 ぶ 。

・自分 が 伸 ば したい 観 点や 項 目 を選 ぶ 。

・シ ー トの 欄 のす べ て を埋 め る必 要 は な い。

・指 導 状 況 に よ って 、独 自の観 点 と項 目を記 入 す る。

・自 己の 指 導状 況 を具 体 的 に記 入 す る.

シ ー トの 作 成2

9

℃
ロ ン グ ホ ー ム ル ーム や 学 校 行 事 を参観 す る。

参 観 しな 沸 ら 自己 の 指 導 法 や 指 導 内容 と比 較 す る。

て
参 観 した ロ ン グ ホ ーム ル ー ムや 学 校 行 事 で の 改 善 の ヒ ン ト

を記 入 す る。,

授 業 参 観 の ま と め と して 、感 想 や 評 価 を具 体 的 に記 入 す る。

5
相互研 鎖

校 内研修

授 業 力 の向上
{

自分 自身 が気 付 い た点 を指 導 の 工夫 や 改 善 に役 立 て る。

校 内研 修 な どで授 業 参 観 か ら得 た 指 導法 な どの 工 夫 に つ

い て 報 告 し、協 議 を行 う。
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特別活動授業力向上 シー ト
観 点 項 目 自己の指導状況 参観 した授業か ら縛た改善の ヒン ト

計

画

・

立

楽

一

実

施

評

価

・

改

善

(感 想)
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授業力を向上 させるための観点例

観 点

絹
成
要
素

項 目

計

画

・

立

1目 的や内容の明確化 A ① 自主的、実践的な態度 を育てよ うとしている

B ② 学校や生徒の実態に合 った指導内容の重点化 を図っている

B ③ 生徒相互が協力 し,個 性 を発揮 し合えるよ うに している

C ④ 生徒が活動に対 して共通理解をもてるよう指導 している

D ⑤ 学校行事が学習の成果を発衰する機会となるようにしている

2計 画 ・準備 A ① 社会生活上のルールの尊重と責任 感を養 っている

A
人間 としての在 り方生 き方についての 自覚を深めさせ、 自己を生かす能力 を養 って②

いる

C ③ ロングホームルームと学校行事が相互に関連 し合 うように している

D ④担任(担 当者)と生徒が事前の打ち合わせを行っている

D ⑤ 時間的に余裕のおる指導計画を作成 している

D ⑥ 実行委員会など⇒ヨ計画的な準備を行っている

D ⑦ 担任(担 当者)が 目標を達成するための計画的な指導を行っている

D ⑧ 本時の授業が継続的な活動となるよう発展させる指導を行っている

D ⑨ 学校行事における教員の役割分担を明確にしている

D ⑩ 学校の指導体制、協力体制の確立を図っている

D ⑪ 教職員聞で共通理解を図っている

E ⑫ 教材、資料 、用具 の準備ができている

F ⑬3年 間を見通した全体の年間授業計画を立てている

F ⑭ 年間授業計画に基づいて本時の授業が計画されている

F ⑮ ロングホームルー ムと進路指導を関連 させて いる

3生 徒の役割分担 A ① 集団をま とめることができる生徒 を育ててい る

B ② 生徒の係分担が適切になされている

c ③ 生徒同士に、事前の打 ち合わせをさせ ている

4家 庭や地域との連携 A ① 地域 ・保護者の理解や協力を得よ うとしてい る

A ② 地域 と幅広 い交流 をしようとしている

1生 徒理解 B ① 生徒の自由な発想を受け止めている

B ② 生徒の健康や安全に配慮している

C ③ 生徒の考えを生か し発展させている

実

施

2自 発的 ・自治的な活動 B ① 上紐生と下級生が協力 している

c ② 幣 課題等の解決に当たって・生徒同士で鞭 に意見を出し合えるように指導 し

C ③ 生徒が晒動 に対 して 目的 ・目標を理解 して高 い意織で参加するように指導 している

D ④ 各教科 で獲得 した知識 ・技能 ・能力を生か している

D ⑤ 生徒が積極的、意欲的に参加 している

3熱 意 A ① 生徒一人一人を理解 し、適切な助言を与 えてい る

A ② 生徒の積極的な番加を促している
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授業力を向上 させるための観点例

観 点

槽
成

蟹
項 目

4姿 勢 穴
一

① 生徒に公平で温かな態度で接している

B ② 生徒の様子をよく観察 している

B ③ 教員と生徒及び生徒相互の人間的な触れ合いを大切にしている

B ④ 生徒の問題 を生徒 とともに考え、歩もうとする態度恭み られる

B ⑤ 生徒個々の個性の伸長を図る指導を行っている

C ⑥ 問題が発生 した場合には毅然とした態度で指導している

D ⑦ 生徒が活動 しやすい雰囲気作りに努めている

D ⑧ 生徒自身による創意工夫を引き出すように指導 している

D ⑨ 各教員の特性や専門性 を生かして指導している

5説 明の仕方 D ① 分かり易く丁寧に話している

D ② 生徒が理解できるまで説明している

6生 徒への指導 A ① 生徒からの質問に対して分かり易く答えている

B ② 生徒の自主性を引き出そうとしている

C ③ 全体がスムーズに進行するための指導を行っている

D ④ 生徒が立てた計画に対 して指導を行っている

D ⑤ 自主的な学習態度の確立を図る指導を行っている

D ⑥ 生徒の活動意欲を高める指導を行っている

E ⑦ 生徒の参考となる教材や資料を提示している

評

価

・

1興 味 ・関心 D ① 生徒の興味 ・関心を生かした指導 を行っている

E ② 教材や資料を括用 し、効果的な指導をしている

2生 徒支援 B ① 生徒理解に努め、生徒個々のよさを生かしている

D ② 生徒の活動に対して適切な助言をしている

3生 徒の参加 A ①生徒が意欲をもって取 り組めるような指導を行っている

B ② 生徒が適材適所の役割をもうた指導を行っている

D ③ 生徒が協力 し合えるような指導を行っている

D ④ 本時の結果を基に次回の課題を考えさせる指導を行っている

4指 導内容の工夫と改善 D ①劫果的な指導の在 り方が工夫されている

F ②次回の活動の改善につながるまとめがなされている

F ③ ロングホー ムルー ムにおける生徒 による授業評価を活用 してい る

F ④生徒のよい点を総合的に評価しでいる

F ⑤生徒の活動意欲を喚起する評価の方法を工夫 している

F ⑥教員間の指導体制を評価をしている
一 畳 由 ← 層 一 丹 一

F ⑦ 生徒の意見や要望を取 り入れる等の工夫をしている

来 構成 要棄{「 授 業力 」の構成要 素)を 以 下の記号 で表す

A:使 命感、熱意、感性D:指 導技 術(授 業展開)

B=児 童 ・生徒理解E:教 材解 釈、教材 開発

C=統 率力F=「 指導 と評価の計画jの 作成 ・改善
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3実 践 事 例Irロ ング ホ ー ム ル ー ム を題樗 に した相 互研 讃 に よる 授 業 力 の 向 上 」

(1)学 校 の 特 色 と生徒 の 実 態

A校 は 、 全 日制 普 通 科 の 単 位 制 高校 で あ る。1年 次 に キ ャ リア ガイ ダ ンス の 授 業 を

設 け 、将 来 を 見据 えた 上 で2・3年 次 の授 業 を選 択 す る とこ ろに 特 色 が あ る。

ロン グホ ー ム ル ー ム は 水 曜 日の4時 限 目 に設 定 され て お り.学 校 行 事 の 計 画 や 準備

活 動 な どは 、 生 徒 が 中心 と な っ て 行 われ て い る。 しか し、開 校 ま もな い た め、 年 間 計

画 を 立 て た上 で見 通 しを も っ た ロ ン グホ ー ムル ー ム を運 営 す る ま で に は 至 って い な い

の が 現 状 で あ る。

(2)対 象 ク ラス とロ ン グ ホー ム ル ー ムの 内容

A校(全 日制 ・普 通 科 単位 制)3年 次 生39名

内 容:9月 最 初 の 巨 ン グ ホー ム ル ー ム で 、約3週 間 後 に迫 っ た文 化 祭 の 準備 計 画 を

作 業 グル ー プ ご とに検 討 した、 進行 は 、 生 徒 が 担 当 した.

(3)参 観 を行 っ た 教 員

C教 員:採 用2年 貿 ・担 任 経 験 な し(1年 目、2年 目 とも に1年 次生 の副 担 任)

担 任 を もつ こ とへ 意 欲 を も って い る。

(4)取 組 の経 過

文 化 祭 の 準 備 計 画 を グル ー プ ご と に検討 す る こ とを題材 に した ロン ダ ホ ー ム ル ー ム

の 時 間 を他 の 教 員 に公 開 した。C教 員 に は 、 ロ ン グホ ー ムル ー ム の準 備 と して 、 ク ラ

ス の 中 心 とな る生 徒 に資 料 を用 意 させ た こ とや 進 行 役 の 生 徒 と打 ち合 わせ た 内 容 を 事

前 に 紹 介 した,

C教 員 に は 、 作 成 した 資 料 に も 目を 通 して も らっ た上 で 、 「授 業 力 向 上 シ ー ト」 の

記 入 を依 頼 した。 観 点表 か らの項 目の 選択 につ い て は 、 担 任 経 験 が な い こ とか ら 、担

任 を も っ た と きに どの よ うな 点 に 注 意 しな が らホ ー ム ル ー ム経 営 を して み た い か とい

う観 点 で選 択 して も ら うよ うに した。

ロン グホ ー ムルー ム が 行 われ る前 々 日に 「授 業 力 向上 シ ー ト」の 記 入 状 況 につ い て 、

C教 員 に確 認 した と こ ろ、 あ ま り進 ん で い な い とい うこ とだ っ た ので 、経 験 の あ る教

員 が 「授 業 力 向 上 シ ー ト」 に項 目や 自 己の 指 導 状 況 を 記 入 し、 それ を参 考 に して 記 入

を して も ら うよ うに した 。

副 担 任 と して 正 担任 が 不 在 時 な どに ロ ン グホ ー ム ル ー ム を受 け もった こ とは あ っ て

も、 正 担任 と して 先 々 を 見 通 した 形 で ロ ン グホ ー ム ル ー ム を行 っ た経 験 が な い た め 、

自 己 の指 導 状 況 の 記入 は 、 か な り苦 労 した よ うで あ る。

当 日は生 徒 に授 業 参 観 を意 識 させ な い よ うにす る た め 、生 徒 に は何 も説 明 をせ ず に 、

普 段 どお りの 状 況 を 見 て も ら うよ うに した。 教 室 の 後 方 か らロ ン グ ホー ムル ー ムの 進

行 、 生 徒 の 様 子 、担 任 の か か わ り方 な どを観 察 して も らい 、 気 付 いた 点 や 授 業 か ら得

た 改 善 の ヒン トをr授 業 力 向 上 シ ー ト」 に記 入 して も らっ た。

後 日、完 成 した 「授 業 力 向上 シ ー ト」 を も とに 、 当.日の ロン グ ホー ムル ー ム や この

よ うな 教 員 の相 互研 鐙 に っ い て の 意 見 ・感 想 を求 め た、

一139一



特別活動授業力向上 シー トの活用例(C教 員による)

特別活動授業力向上 シー ト

観点 項 目 自己の指導択況 夢観 」た捜業から得た改善のヒント

計
画
・

立
案

-
.

i圏,

②;生徒の実態に合った指聖内豊.

③ 生捷相互が協力し個性を莞揮

目援を証定L.維 里遣 し磁明.

糞捷主体、つかず離れず指.暖.

ヨ}定の …是示 捌 咀確 ∴ 生 徒一も」的 確 に 把握 、、_.、.

進置 投の 生1隆 を見 守 り.サ ポ ー ト投 に 徹 する 。

2
}

2

Φ鮭会生活上のルールの尊隻 話し合いの成立 、役割の遂行τ}rhヤ ←
生 捷 主 導 のLHR,タ イ ミン グ を はか り指 豊 一

⑬i敦材 、資料、用具の準備 必募に応じて用意、生徒が作成 1週 闘庫功三ら箪碗L箕 判圭憂虹1三作成 ・印嗣

3 ① 集団をまとめることができる HRの 進行を生徒にまかせ橿助

奥

施

1 ① 生徒の自由な発想を受け止め 問題があれば指摘、検討させる 目標達成のため、意見を生かす。遁宜助言

坐 雀套克にも耳を傾けていた。③i隻 鯉 壌 盈 を 勤 ～」一_.一 一一一一、

②i生 捷 同 士 で串 直 に 意 見 を出 し
,ー マ 冒.冒-巳 巳 畳..凸-'一 冨 」'邑 」 ・ ■ 響-冒 冒 一 響.一 一 一.'

③ 本時の目媒にあった活動

蔑いものは反映させる畳 圃,曹 骨,巳-● 弓 響 「 曹 一 幽F昌.■ 畳 弓".冒.噂,,F.一.

姥霊 しやす いよう配慮一 一 一 一 ■ 一 暫 一 冨 一 ■ 一 一 一 一 一 暫 一 一 ・ 一 冨 冨-由'-一 一 一 ・ 冨

目標 を理 鯉 さ」睦、,軌道 優 正 一一.

墾座=芝 の猛L實 込亙墜^.樋 王を観室 」.助置,

蹉L貧 凱の貝」典責明確に している自

3 ② 生徒に積極的な参加を促 し 非憺 力的 な 生徒 の 指1導 _.._ タイ.ミ ン グ を 見 な が ら、参 加 葦 促 す 。

4 ⑥:毅然とした韓度で指導 毅 搭.`三封 応

4 ⑧陸徒自身による創意工夫を 発想を生かし、肋茸 目標遣成に般立つように助言を与えている.

6
1

③ スムーズに進行するための指導樽子を観察、遣宜寛をかける

6 ⑤:自主的な学習態度の確立を図る押 し引きし、動 きを待つ 待つ姿勢が印象的。参考にしたい。

静

伍

・

.

改

着

2 ②堕切な助書をしている 活動が円滑に進むよう配慮

3
「

3

@1適 材 ・適所の役割をもった指導
一人一役を基本に役割分担

③生徒が協力しあえるような指導
意欲のない生捷の指導、中心
生縫への励まし

叱 貴 で は な く、 参 加 で き る よ う促 しサ ポ ー ト

す る.

4 ②
次回の活勤の改巷につながる
まとめ

本時の課題 を明確にし、ア ド
バイ,乳す亙

生徒に考える機会を与える。最初に答えを与

孟一ない.
4 ⑦慮見 ・要望 必更な らば融りλれる

(盛 想)

ホームルームには指戯がないため不安になる。このような取 り組みにより基準ができる、自分がロングホームルー
ムを組み立てるときの参嵜になる。指導力を向上させることに効柴がある.

(5)結 果 と考 察

上 の 表 が 、今 回 の授 業 参 観 でC教 員 が 作 成 した 「授 業 力 向上 シ ー ト」 で あ る。 未 記

入 の 欄 は あ るが 、 ロ ン グホ ー ム ル ー ム を参 観 した こ とで 、参 考 に な っ た 点 は多 か った

よ うで あ る。 特 に 、 この よ うな シー トを使 って 事 前 に 観 点 や 項 目を選 択 して お け ば 、

見 るべ き点 が 明 確 に な り、分 か りや す い との こ とだ っ た 。

また 、 ロ ン グホ ー ムル ー ム に は教 科 書 が ない た め に 、 実 際 に 担 任 を 受 け もっ こ とへ

の 不 安 を抱 い て い た が 、 こ の よ うな方 法 で研 鎖 を行 うこ とが契 機 とな り、 さ らに 担 任

を受 け もっ こ とへ の意 欲 が 高 ま っ た よ うで あ る。

授 業 参観 の 際 に 用 いた 観 点例 と 「授 業 力 向上 シ ー ト」 に つ い て の感 想 は 、以 下 の と

お りで あ っ た。

O観 点 や 項 目を 選択 す る の に 苦 労 した 。

O計 画 ・立案 、 実施 、 評価 ・改 善 とい う項 目の 分 類 に とま ど った 。

O観 点 は 別 に な っ て い る が.同 じよ うな 重複 す る項 目が あ る の で 、 で き るだ け 違 う

もの を選 ん だ方 が よい の で は な いか と考 え る と選 び に くか っ た,

O選 ぶ 項 目は、 も うす こ し少 な くて も よい の で は な い か。

最 後 に 、 教 員 同 士 に よ る相 互研 銀 の 方 法 は他 に もあ るだ ろ うが 、本 部 会 で 開 発 した

「授 業 力 向 上 シ ー トJも ロン グ ホー ムル ー ム にお け る授 業 力 向 上 に 効 果 が あ る と い う

感 想 も も ら え る こ とがで き た,
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4実 践 事 例 皿 「学 校 行 事 を 題材 に した相 互 研 鎭 に よ る 授 業 力 の 向上 」

(1)学 校 の 特色 と生 徒 の 実 態

B校 は創 立30周 年 を迎 え た全 日制 普通 科 高校 で あ る。 ほ ぼす べ ての 生徒 が 卒 業 後

は 大 学 進 学 を希 望 して い る。 勉 学 だ け で な く、 トー タル な 人 格 形 成 を教 育 目標 と して

い るた め 、 部 活 動 に は9割 近 くの 生 徒 が加 入 して 文 武 両 立 を実 践 してい る、 学 校 行 事

に 対 して も積 極 的 に 取 り組 む 生徒 が 多 く、 文化 祭 、体 育 祭 な どで も活 発 な 活 動 を行 っ

て い る。 学 校 行 事 の 指 導 へ の 教員 の 姿勢 と して は 、意 識 の 高 い生 徒 に恵 まれ て い る が

ゆ え に、 生徒 任 せ に し過 ぎ る傾 向 が 多 少 あ る よ うに 見 受 け られ る。

(2)研 究 対 象 と した 学 校 行 事

B校 の 体 育 祭 を対 象 と した(2名 ×24ク ラス か ら構 成 され る体 育 委 員 会 に よ っ て

運 営 され る)。 文化 祭 の 後 、 一週 間 を お い て 、4団(赤 ・白 ・青 ・緑)対 抗 の 形 式 で

行 わ れ る。 な か で も、約5か 月 の 準 備 期 間 を経 て 創 作 され た応 援 合 戦(各 団72・ 名 に

よ る)が 内外 か ら高 い 評 価 を 受 けて い る。 今年 度 は 土曜 日に 開催 され 、約1,100

人 が 参 観 した。

(3)参 観 を 行 っ た教 員

D教 員:教 員 経験 年 数8年 目。 本 校 が3校 目の 勤 務 校 。 学校 行 事 の指 導 経験 あ り。

E教 員1教 員 経 験 年 数2年 目。本校 が初 任 校 。今 年 度 は 生 活 指 導 部 で 文 化 祭 を担 当e

F教 員1教 員 経 験 年 数1年 目。 本 校 が初 任 校 。 今 年 度 は教 務 部 を担 当p

(4)取 組 の 経過

B校 は 前述 した とお り、 生 徒 全 体 に学校 行 事 に 積 極 的 に 取 り組 む 雰 囲 気 が あ り、 リ

ー ダー 性 に秀 で た 生 徒 の 数 も他 校 と比 べて も多 い と思 われ る。 この よ うな 環 境 で は 一

見 す る と指 導 が 易 しそ う に思 われ るが 、担 当の 指 導 教 員 が 全 面 に 出ず 、 生 徒 の 自主 性

を 尊 重 しな が ら、適 切 な助 言 を与 え てい く こ とは 実 際 の と ころ かな り難 しい面 もあ る.

や や もす る と、 「生 徒 に 自圭 的 に運 営 させ よ う とす る と、 時 間 もか か る し、 い ら い

らす るか ら教 員 が 指 示 を 与 え て しま っ た ほ う演 早 い。」 とか 「教 員 は 一 切 干 渉 せ ず 、

生 徒 にす べ て任 せ た ほ うが 自主 性 は 育 つ。」 とい う ど ち らか の 指 導 に な っ て しま い が

ち で あ る。B校 の体 育祭 は応 援 団 に 関 して は生 徒 の 手 で 自主 的 に 運 営 され て い る が 、

全 体 の運 営 の 面 で は ほ とん どを 教員 の 手 に委 ね て い る感 が あ った.そ のた め 、 昨年 度

は 「生徒 の 手 に よ る 体 育僚1」 を ス ローガ ン に掲 げ て 、 指 導 を行 っ た結 果 か な りの 成

果 を得 て お り、今 年 度 は そ の 定着 を 目指 した。

本 事 例 で は 、3名 の 教 員 に 、授 業力 を 向 上す る試 み と して 、体 育 祭 の これ ま で の 経

緯 と今 年 度 の 指 導 方 針 ・計 画 を説 明 して 、 「授 業 力 向 上 シー ト」 の 記 入 を 依 頼 した 。

観 点 表 か ら どの 項 目を 選 択 す る か に つ いて は 、D教 員 、E教 員 は 体 育祭 を担 当 した 経

験 が な い た め 、 他 の 学校 行 事 を 担 当 した経 験 を も とに 選 択 して も らっ た。F教 員 に つ

い て は採 用1年 目で あ り、体 育 祭 とい う行 事 そ の もの を教 員 と して 見 た こ とが な い た

め 、 自分 の 窩 校 生 時代 の 実 体 験 を も とに選 択 す る こ とを依 頼 した 。 体 育 祭 終 了 後 、 記

入 して も らっ た 「授 業 力 向 上 シー ト」 を基 に 、今 回 の 体 育 祭 や こ の よ うな相 互 研 鎖 に

つ い て の意 見 や感 想 を も らっ た,
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特別活動授業力向上シー トの活用例(D教 員による)

特別活動授業 力向上シー ト
観点 項 目 自己の指導状況 参観した授業か ら得 た改善のヒン ト

画
・

隔

案

1 ① 自主的、実践的な態度 「待ちの肇勢⊥∫旦臭守る じつと臭兜り.t.自主的な盤 薮き引き出す.
2

}

3

⑫懲 職員聞で共通理解 意思伝達の仕方を工夫する 共通理鰐の韮塩 一生睦㊤至1三古至佳實棄が寒皿

性格等を見極めた上で分担 していて、この短期
間で著しい成長を遂げた生捷もいた。

:

② 係 分 担が 適 切 に な され て い る:
「遁材適所」を心がけ生碇の個

性が尭揮できるよう係分担

実

.

1

:

③i生徒の考えを生か し
.

冨

さ りげ な い一 言 を加 え 、 自主 的 表 だ って 中 核 部 分 に は い な い もの の 、適 切 な ア

に触 り組 ん だ とい う達 成 感 ドバ イ ス.を適 宜 行 って いた 。

2

1

③性捷 が目的 ・目標 を理解
暉

「伝統と創造」の閣係を理解さ伝統の部分とモデル子エンジすべき部分を、上

せる 手に組み合わせた体育祭に仕上がっていた。

3
:

① 生徒 一人一人を理解 し
旨

生徒と時闇芒典有 し活動を把握こまめに現場に足を運びリアルタイムで体験を

共有して.通 切な助君を与えるのに成功 した.

4 ⑨洛教員の特性や専門性 経1醜貴の先生の力壺借 りること教員サイ ドでも 「適材適所4を 実現していた乳.

5

1

①i分か り易 く丁寧に話 している
1

比喩や具体例も蚕え要領を得た本番中も適宜画要な指示や説朋を簡潔な言葉で

行い円滑に運営ゐ{なされる一助となっていた。

6
:③ 全体が

スムーズに進行
2

T寧 に段取りを綿密に行い進行明確なイメージ トレーニングを行わせることで

イメージを生徒と共有 本番は大きな失敗もなく進行した・
■

3

:

④ 凍 回 の課 題 を考 え させ る
:

反省点を洗い出してまとめを行行事終了復、数回にわたり話し告いの場を設け
った 凍回への申し送りのまとめを効果的に行った。

4

1

①i効果 的な指導のあり方
b

過去の事例にとらわ札ず今の生その年度に応じた、指導方法を槙索している様
捷に勅果的な指導はないか追求子がつたわってきた。

4 ⑦ 生徒 の意見 ・要望 要望には翼摯に耳を傾け できる阻り生徒の意見 ・要望董敗りλれる工夫

(感 想〕

よ く言われることだが、会社が変われば杜長も喪わる。社長が吏わればやり方も喪わる。生徒はもちろん違 う。

モの ときどきの現状を見据えてふさわ しいと思われる手だてを講じていく柔軟性が この仕事には不可欠なのだ とい

うことを実感 した次第である。

(5)結 果 と考 察

上の 表 がD教 員 が 今 回 作 成 した 「授 業 力 向 上 シ ー ト」 で あ る。D教 員 は 経 験 年 数8

年 目で あ り、学 校 行 事 を担 当 した経 験 もあ る た め 、 今 回 の 「授 業 力 向 上 シー ト」 の 目

的 や 使 い 方 につ いて も よ く理 解 して くれ て 、観 点 の 選 択 な ど も比 較 的 ス ム ー ズ に進 ん

だ よ うで あ っ た 。 「自 己 の 指 導 状 況 」 の記 入 も 、指 導 経 験 を基 本 と して 自 らの 目標 設

定 を行 うよ うなイ メー ジで 取 り組 む こ とが で き た との こ とで あ る、

た だ し、観 点 の選 択 につ い て は、 学 校 行 事 の 担 当 の経 験 が な い 教 員 に とっ て は イ メ

ー ジが は っ き り浮 か ば な い た め選 び に くいの で は 、 とい う意 見 を も ら った 。

そ の 意 見 の とお り、 経 験 年 数1年 目のF教 員 に は こ の シ ー トを活 用 す る こ とは 難 し

い よ うで あ った 。 そ の理 由 と して、 生 徒 と して の 経 験 しか な い 体 育 祭 を 自分 が 担 当 者

と して指 導 す る 立場 に な った と き 、 どの よ うな点 に 留意 す べ きで あ る か な どイ メー ジ

が わ か な い とい うこ とで あ る。

今 回 、 「授 業 力 向 上 シ ー ト」 を 試 行 しそ の 結 果 を分 析 す る と、 「授 業 力 向 上 シー ト」

の 有 効 で あ った 点 は 、 以 下 の とお りで あ る.

O自 らの指 導 にお け る 目標 設 定 を行 う上で 効 果 的 で あ るa

Oセ ル フ チ ェ ックを す る こ とで 自分 の指 導 状 況 を確 認 をす る こ とが で き る 。

O自 分 と参 観 した担 当者 と の指 導 の 違 い を 明確 に 把握 して 、 改 善 に つ な げ る こ とが

で き る。

一142一



皿 研 究 の 成 果 と 課 題

本 研 究 では 、特 別 活 動 に お け る 「授 業 を向 上 させ るた めの 観 点例 」 を 作成 し、 そ れ を

実 際 に 括 用 す る 「授 業 力 向上 シー ト」 の 研 究 開発 を 行 った 。

本 部 会 で作 成 した 「授 業 を 向 上 させ るた め の 観 点 例 」 と 「授 業力 向 上 シー ト」 は 、 全

日制 普 通 科 単 位 制 高校 の ロ ン グホ ー ムル ー ム と全 日制 普 通 科 高校 の 体 育祭 の 指 導 にお い

て試 行 した。

1成 果

(1)ロ ン グ ホ ー ムル ー ム

担 任 経 験 の な いC教 員 は 、 自分 が ロン グホ ー ムル ー ム を指 導す るな ら とい う仮 定 で

「授 業 力 向上 シー トsを 作 成 した 。 「授 業 力 向 上 シー ト」 を作 成 す る際 、 これ ま で 気

に とめ て い な か った 観 点 は 空 欄 と な っ た。

た だ し 、 「授 業 を 向 上 させ る た め の 観 点 例 」 か ら これ ま で 気 付 か な か った 観 点 を 発

見 で き た との 感 想 が 聞 け た。

「授 業 力 向 上 シー ト」 にお い て 、授 業 を どの よ うに 見た らよ い か 事 前 に窺 点 を選 択

して い る の で 、観 るべ き 点 が 明 確 に な って 、 よ り充 実 した 授 業参 観 に な った よ うで あ

る。 授 業 参 観 後 、 協議 を 行 う際 も 「授 業力 向 上 シー ト」 を見 な が ら、 課 題 解 決 につ な

が っ た 点 、 質 問 す る点 が 明確 に な り話 し合 い も普 段 よ り中身 の 濃 い もの とな っ た。

(2)学 校 行 事(体 育祭)

教 員 経 験 年 数8年 目のD教 員 か らは 、 「授 業 力 向上 シ ー ト」 を 作 成 して 、 これ ま で

経 験 に頼 っ て きた 特 別 活 動 の 指 導 の観 点 を意 識 して見 る こ とがで き た との感 想 を も ら

っ た 。

ま た 、「授 業 力 向 上 シ ー トj作 成 の際 、観 点や 項 目が 多 い 箇所 や 少 な い 箇所 が あ り、

こ の 多 い又 は 少 な い とこ ろ か ら、 自分 が 気 に か けて い る観 点 、 自分 が あ ま り気 にか け

て い な か っ た観 点 に気 付 く こ とが で き た よ うで あ る。

授 業 参観 後 も 「授 業 力 向 上 シー ト」 を持 ち 寄 って 協 議 す る こ とで 、 書 い た と きの 状

況 を思 い 出 しや す く な り協 議 が ス ムー ズ に行 わ れ た。 「授 業 力 向 上 シー ト」 を活 用 す

る こ とは 、 学 校 行 事 の 運 営 に お い て 指 導 を行 う力(授 業力)を 身 に 付 け るた めの 相 互

研 鎭 を促 進 す る きっ か け とな っ た 。

2課 題

2校 で試 行 した 結 果 、 「授 業ヵ を 向上 させ るた め の 観 点 例 」 は 、 改 善 の余 地 が あ る こ

とが 判 明 した。 ロ ン グホ ー ム ル ー ムや 学 校 行 事 の 指 導 経 験 が あ る教 員 は 、 授 業 の進 め方

や 自分 の か か え て い る 課 題 な ど観 点 や 項 目を見 付 つ け る こ とは比 較 的 簡 単 で あ っ た。

しか し、 指 導 経 験 の な い 教 員 は 「授 業 力 を向 上 させ る た め の観 点 例 」 か ら項 目を選 択

す る の が か な り困 難 で あ っ た。 そ こで 、 実 践 事 例1の よ うに授 業者 が 観 点 例 を示 す こ と

で 指 導 経 験 の な い 教 員 も 「授 業 力 向 上 シー ト」 を作 成 しや す くな る と考 え た。

ロン グ ホ ー ム ル ー ムや 学校 行 事 の指 導 経 験 が な い教 員 に も分 か りや す い 「授 業 を 向 上

させ る た め の観 点 例 」 に 改 善 して い くこ と溺 今 後 の 課題 で あ る。
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